
【ボードミーティング議事録】 

実施日：2020 年 10 月 25 日（日）10：00-11：30 

■参加者： 

（ボードチーム）koka 、萩原、Michell、樹下、鬼塚、前原、泉、ケヴィン 

（オブザーバー）：真殿、吉田 

（事務局）：篠﨑、尾場瀬、衛藤 

 

(1)各チームのビジョン共有  

（背景）コロナで通常のタスクができず、タスク自体も少ない。タスクの処理だけがボード

の仕事ではなく、自分たちで考え行動することもボードの仕事だと思うので、各チームにビ

ジョンを考えてもらうこととした。 

現在は； 

① Global Family 

チャプター数を増やす 

② Self-Accomplishment 自己実現 

APU 奨学金制度など 

 

（学生サポート） 

誰でも楽しく参加できるような会、誰でも関われる会/組織、誰でも輝ける場所/組織/会 

「世代を超えた卒業生同士の交流と協力の下で、社会問題解決につながるようなコミュニ

ティの育成」というイメージ 

 

（PR チーム） 

「校友会の魅力が一目で伝わる PR」 

外から見てシンプルに何を行っているか伝わる PR 

参加しやすい、参加したいと思ってもらえるような PR を行う。 

Global family と Self-Accomplishment をちりばめた PR を行う。 

 

Dream-inspiring innovation 

① with your Neighbors 

② connect the family 

③ Shape with APU family 

④ Achieve and Shape 

情報発信というつながりを学生にももっていくことで、校友だけでなく学生にも在学中に

卒業後さらにつながりが広がるということを感じてもらえるように、校友会がハブになる。 

誰でも参加できる校友会 



 

（GF）  

現在チャプター数（国内 10、海外 26）、グループ数 3 

オンラインでイベントを実施しているチャプターもある。 

ボードがチャプターに積極的に関わっていくというよりは、チャプター自身で活動を行っ

ていってほしいと考えている。 

ウズベキスタン、ニューヨークがチャプター新規設立予定。サポートしていく。 

 

（コーポレート）  

・目標：財務・IT・インフラの観点から APU 校友会の活動をサポートする。 

・新しい校友会費の徴収方法導入を検討 

・新しい校友会費徴収に向けて、オンライン上のプラットフォームサービスを構築し、価値

あるサービスを校友に提供する。 

具体的には、校友にアンケートを実施して、どのようなツールにするか検討をしているとこ

ろ。 

コンタクトツールの統一、完全移行 

 

【これからのビジョン】 

■Global Family 

We are where you are 

Shape with APU 

Contribution 

Linking 

 

■Self-Accomplishment 

Dream-inspiring  

Shine yourself 

We can do it 

Be activist 

Be Proactive 

Shape the world 

 

これをアクションプランにおとしていきましょう。 

 

(2)各チームの進捗  

（SA） 



ルーパス： 

リクルーティング活動終了。誰を採用するのか検討中。 

各部署に分かれて国際学生の採用も行っている⇒ヨーロッパチャプターの総会に参加して、

ルーパスの活動が日本語主体であることを指摘されたため、国際部署を作ろうと考えるこ

とにつながった。 

インタビューも英語版を作成しようとしている。 

ルーパスの全体ミーティングにボードメンバーに参加してもらっているが、引き続き続け

ていく予定。 

 

（PR） 

卒業式用の動画を作成した。ストックを増やしていきたい。 

パンフレット、新しい情報で再作成したい。できる限りお金をかけず。日英両言語から英語

のみに変更していきたい。情報量を少なくしたい。 

卒業するタイミング、人生の岐路に立っているところで、校友会がサポートするよ、校友会

があるよ、というコンセプトで動画を作っているところ。 

⇒事務局より：校友会のロゴを作るのはどうでしょうか。 

 

（Cooperate） 

① 財政状況：10/23 時点 収入 1400 万、支出は北陸、福岡チャプターの固定費と Zoom

アカウント代など 

固定費に関しては、今年の予算を来年にスライドしたいと考えている。 

今年と来年度分ダブルでもらえるということではない。すでに今年度分の固定費を支払っ

ている北陸と福岡には個別対応していく。 

② RLM にて：大学の代理徴収を廃止していくこと、タスクフォースで対応を考えている

ことを伝える。 

③ タスクフォースの状況について：透明性を確保して活動を行っている。適宜情報共有を

していきながら行う。疑問点などあれば TF にぜひ聞いてください。現時点ではコンサ

ルタントと契約を行って進めているところ。１１月中に具体的な進捗状況を共有したい。 

 

（GF） 

チャプター設立マニュアル等の再確認を行っている。 

RLM のタイムスケジュールを作成したので、ご意見あればください。 

 

(3)ケヴィンさん発案のイベントについて 

Life empowerment のイベントをしていたので、それを復活したい。それを個人ではなく校

友会のイベントとして行うのはどうか。Zoom で開催出来たらと思う。 



 

(４)次回のボード MTG の日程候補  

2021 年 1 月 16 日または 1 月 23 日 

今回話したビジョンとアクションプランを完成させてシェアしていきたい。 

 

(5)事務局より 

ネパールで図書館を作ろうとしている学生団体があるので、校友会として支援できるかど

うか検討いただきたい。 

 

 

以上 


